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(百万円未満切捨て)

１．2021年３月期第１四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2021年３月期第１四半期 135,075 △5.3 △932 － △225 － △257 －

2020年３月期第１四半期 142,689 0.8 551 △2.1 1,356 △8.9 1,053 2.5
(注) 包括利益 2021年３月期第１四半期 3,434百万円( －％) 2020年３月期第１四半期△2,714百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
2021年３月期第１四半期 △4.69 －

2020年３月期第１四半期 18.69 16.07
　　
（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％
2021年３月期第１四半期 313,039 100,041 31.7

2020年３月期 307,705 97,198 31.3
(参考) 自己資本 2021年３月期第１四半期 99,165百万円 2020年３月期 96,343百万円
　　　
２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2020年３月期 － 11.00 － 13.00 24.00

2021年３月期 －

2021年３月期(予想) 12.00 － 13.00 25.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　
３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期(累計) － － － － － － － － －

通期 － － － － － － － － －
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料７ページ（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）をご覧ください。

　
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　
（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期１Ｑ 61,224,796株 2020年３月期 61,224,796株

② 期末自己株式数 2021年３月期１Ｑ 6,267,611株 2020年３月期 6,267,502株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期１Ｑ 54,957,263株 2020年３月期１Ｑ 56,356,432株
　　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大により、日本全国に緊

急事態宣言が発令されるなど非常事態となりました。

当社グループの主たる事業である医薬品卸売業界におきましては、国の医療費抑制策により2020年４月の薬価改定

で平均4.38％の薬価基準の引下げが行われました。今後も薬剤費の抑制政策は継続されることが予想されます。

このような中、当社グループは2020年３月期から2022年３月期までの３年間にわたる第４次中期経営計画の２年目

を迎えました。第４次中期経営計画では、2025年に目指す姿としての長期ビジョン「医療・介護を支える商品やサー

ビスを戦略的に提供することにより、地域・コミュニティのヘルスケアになくてはならない存在となる」に引き続き

取り組んでおります。そして、当該長期ビジョンの下、第４次中期経営計画の中期ビジョンを「選ばれる企業集団に

なる」とし、実践課題として「１．低成長下においても利益を創出し続ける医療用医薬品卸売事業体制の確立」「２．

エマージングビジネス（※）の成長・拡大による収益増」「３．グループ経営体制の強化」を掲げました。さらに、

当該中期ビジョンを実現するため、４つの基本方針「効果的・効率的グループ経営によるグループ総合力の発揮」

「提供機能の拡充・整備と成長領域へのフォーカス」「地域のヘルスケアのコーディネートとサポートやソリューシ

ョンの提供」「強み・リソースを活用した新たな収益策や事業の展開」に取り組んでおります。

当連結累計期間の業績につきましては、売上高135,075百万円（前年同期比94.7％）、営業損失932百万円（前年同

期は551百万円の営業利益）、経常損失は225百万円（前年同期は1,356百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四

半期純損失257百万円（前年同期は1,053百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

※エマージングビジネス：医療用医薬品卸売事業以外の事業

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 医薬品卸売事業

医薬品卸売事業におきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響による患者の受診抑制や手術等の治療延期

により、医薬品の需要が大きく減少しました。当社グループでは、緊急事態宣言解除後には新型コロナウイルス感

染拡大は収束に向かい、徐々に平常を取り戻すことを予想しておりましたが、緊急事態宣言解除後も受診抑制が続

いております。また、当社グループは、新型コロナウイルス感染拡大時においては医薬品の安定供給という社会的

使命を最優先し、営業活動を停止して輪番制による物流に特化した体制で医薬品の供給を行ってまいりました。そ

のため、物流に特化した体制下では営業活動で獲得していた製薬メーカーからのフィーの獲得が大きく減少いたし

ました。

その結果、売上高は127,510百万円（前年同期比94.2％）、セグメント損失（営業損失）は896百万円（前年同期

は452百万円のセグメント利益）となりました。

② その他事業

その他事業におきましては、調剤薬局事業の連結会社が１社増えたことにより、売上高は7,564百万円（前年同期

比103.5％）となりましたが、新型コロナウイルスの影響により、セグメント損失（営業損失）は31百万円（前年同

期は85百万円のセグメント利益）となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

新型コロナウイルス感染拡大の影響を踏まえ、2020年５月12日に公表いたしました2021年３月期の連結業績予想

（第２四半期（累計）及び通期）を修正いたしました。詳細につきましては、2020年８月３日公表の「連結業績予想

の修正に関するお知らせ」を参照してください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 33,074 35,726

受取手形及び売掛金 115,065 116,313

たな卸資産 30,911 28,386

未収入金 15,124 13,467

その他 840 876

貸倒引当金 △78 △78

流動資産合計 194,937 194,693

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,975 18,827

土地 20,134 20,843

その他（純額） 4,574 4,671

有形固定資産合計 43,684 44,343

無形固定資産

のれん 3,374 3,352

その他 1,661 1,565

無形固定資産合計 5,036 4,917

投資その他の資産

投資有価証券 49,048 54,018

その他 15,660 15,678

貸倒引当金 △661 △611

投資その他の資産合計 64,046 69,084

固定資産合計 112,768 118,346

資産合計 307,705 313,039
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 168,274 169,257

短期借入金 1,200 3,200

未払法人税等 1,517 160

賞与引当金 1,741 2,528

その他の引当金 174 151

その他 5,262 4,079

流動負債合計 178,171 179,378

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 10,004 10,002

長期借入金 4,400 4,400

その他の引当金 235 238

退職給付に係る負債 6,379 6,355

その他 11,316 12,625

固定負債合計 32,336 33,620

負債合計 210,507 212,998

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 12,739 12,739

利益剰余金 60,368 59,521

自己株式 △5,256 △5,256

株主資本合計 72,851 72,004

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,816 25,559

退職給付に係る調整累計額 1,676 1,602

その他の包括利益累計額合計 23,492 27,161

非支配株主持分 854 875

純資産合計 97,198 100,041

負債純資産合計 307,705 313,039
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 142,689 135,075

売上原価 132,057 125,908

売上総利益 10,631 9,166

返品調整引当金戻入額 198 174

返品調整引当金繰入額 179 151

差引売上総利益 10,650 9,189

販売費及び一般管理費 10,098 10,121

営業利益又は営業損失（△） 551 △932

営業外収益

受取利息 37 16

受取配当金 233 204

持分法による投資利益 22 22

受取事務手数料 402 371

その他 150 131

営業外収益合計 845 746

営業外費用

支払利息 17 17

賃貸費用 22 21

その他 1 0

営業外費用合計 41 39

経常利益又は経常損失（△） 1,356 △225

特別利益

投資有価証券売却益 167 －

その他 － 0

特別利益合計 167 0

特別損失

関係会社株式評価損 － 36

投資有価証券評価損 2 －

その他 0 0

特別損失合計 3 37

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,520 △262

法人税等 442 △28

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,078 △234

非支配株主に帰属する四半期純利益 24 22

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

1,053 △257
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純利益 1,078 △234

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,397 3,476

退職給付に係る調整額 △91 △73

持分法適用会社に対する持分相当額 △303 266

その他の包括利益合計 △3,792 3,669

四半期包括利益 △2,714 3,434

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,739 3,411

非支配株主に係る四半期包括利益 24 22

決算短信（宝印刷） 2020年07月31日 16時58分 8ページ（Tess 1.50(64) 20191218_01）



株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス(3151) 令和３年３月期 第１四半期決算短信

－7－

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第１四半期連結会計期間（自2020年４月１日至2020年６月30日）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結会計期間（自2020年４月１日至2020年６月30日）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

医薬品卸売
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 135,379 135,379 7,309 142,689 ― 142,689

セグメント間の内部売上高又
は振替高

1,590 1,590 590 2,181 △2,181 ―

計 136,970 136,970 7,900 144,871 △2,181 142,689

セグメント利益 452 452 85 538 13 551

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、調剤薬局事業、医薬品等の小売

業、動物用医薬品の卸売業、農薬等の卸売業、運送業、介護サービス業、医療機関に対するコンサルティン

グ業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額13百万円はセグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

医薬品卸売
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 127,510 127,510 7,564 135,075 － 135,075

セグメント間の内部売上高又
は振替高

2,039 2,039 617 2,656 △2,656 －

計 129,549 129,549 8,181 137,731 △2,656 135,075

セグメント損失(△) △896 △896 △31 △927 △4 △932

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、調剤薬局事業、医薬品等の小売

業、動物用医薬品の卸売業、農薬等の卸売業、運送業、介護サービス業、医療機関に対するコンサルティン

グ業等を含んでおります。

２．セグメント損失(△)の調整額△4百万円はセグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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